
■多様な世界の作り方■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 334 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：zoomメルマガ・始めます！ 

 

先日、笑恵館の見学に見えた Miki さんから、「松村さんの話を、もっとたくさんの人に聞かせたい」と言われて

ご機嫌になった僕は、即座に「じゃあ、メルマガの記事を手掛かりに、自由に話す会をやろう！」と提案し、快

諾していただきました。 

以前、メルマガについて自由に語る「オンラインメルマガ」をやった際は、あまり参加者が集まらず消滅しまし

たが、今度は Mikiさんをナビゲータにお招きし、対話形式でやりたいと思います。 

まずはお試しに「全 3 回」、毎週金曜日の朝 8 時半から、zoom を使って開催します。。 

もちろん FB グループにも掲載し、こちらでも質疑応答や意見交換できるようにしたいと思います。 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka 

・ 

というわけで、今週の zoomメルマガは・・・ 

日時：9/17(金) 8:30 から、とりあえず 40 分 

内容：今週のブログから始めよう 

Zoom ミーティングに参加する 

https://us02web.zoom.us/j/86499207494?pwd=ZkFPT1lNaDk5R251TmpTbFVyS0haUT09 

ミーティング ID: 864 9920 7494 

パスコード: 393938 

・・・です。 

皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

2. ブログより：多様な世界の作り方 

 

2001 年の 9 月 11 日、僕は名古屋にいた。 

お世話になった某社のオーナーから突然副会長に指名され、2 代目社長と一緒に名古屋本社の体制づくりに取り

組んでいた。 

仕事が終わり、夕食を外で済ませ、自宅に戻ってテレビをつけた時のこと、マンハッタンの貿易センタービルに

2 機目の飛行機が激突し、やがて 2 つのビルは瓦解した。 

その日はもちろんのこと、その後いくら時間が経っても、あの出来事を理解することはできなかった。 

たとえビンラディンが殺され、イラクのフセイン大統領が殺されても、何の結論にも感じられなかった。 

20 年の月日が経った先月、アフガニスタンからの米軍撤退が行われても、腑に落ちない。 

でも、今日を迎え、20 年前の出来事を思い出すことで、改めて僕は「これが一つの結論なのだ」と実感した。 

・ 

そもそもこの事件は、20 年に及ぶ「報復の連鎖」だった。 

いや、正確に言えばそれ以前からの連鎖がもたらした事件かも知れない。 

だが、20 年が経過して明らかになったのは、いくら殺しても、いくら壊しても、報復の達成感は得られないどこ

ろか、さらなる連鎖と後悔ばかりを産むことだった。 

この連鎖を断ち切るという意味で、米軍の撤退に賛同するが、ここで更なる悲劇が生まれることに非難の声があ

るのも事実だ。 

でも、振り返ってみれば、世界は常にこうした賛否を抱え、その解決よりも目先の対処に追われてきた。 

イエスキリストが「右の頬を殴られたら左の頬を差し出せ」と言ったとすれば、2000 年以上前から変わってい

ない。 

なぜ報復をやめられないのか、それは「報復に賛同する人」がいるからだ。 

・ 

先ほど「世界は常に賛否を抱え」と書いたが、だったら「報復」にだって賛否があるはずだ。 

たとえ賛同者がいても、反対者がそれを阻止すればいい･･･というのが正論かもしれない。 

だが現実世界では、それができずにいるし、それをさせない仕組みとしての国家がある。 

今回の米軍撤退は、アメリカとタリバンの和解によるものだ。 

9.11 同時多発テロから始まった「テロとの戦い」は、これまでの「国家 vs 国家」でなく、「国家 vs 民間組織」

との戦いだ。 

タリバンの罪は、あくまでアルカイダと呼ばれる民間テロ組織を匿ったことに限定され、アメリカはそれ以外を

処罰できない。 

もちろん、宗教的拘束や女性蔑視など、アメリカの自由主義と相容れぬ側面はあるものの、それは戦争の理由に

ならない。 

国際社会は、総論として米軍撤退には賛同するが、その結果もたらされる諸問題を各論として非難している。 

・ 

20 年目の 9.11 に僕が気付いたのは、辞めるべきはこの「総論と各論の使い分け」だということだ。 

つまり、「総論賛成・各論反対」を許容せず、「総論賛成・各論賛成」の社会を目指したい。 

皮肉にも、この気づきのきっかけは、まさに賛否両論を巻き起こした「東京 2020 オリパラ」だ。 

コロナ禍における開催の是非を筆頭に、費用負担の是非、女性蔑視の是非など様々な争点が、「多様性の実現」と

いうコンセンサスの結実を目指している。 

だが、この「多様性」という言葉は、分かったようで分かりにくい言葉のまま、放置されているように僕は感じ



ていた。 

でも今日は、この言葉が総論と各論をつなぐ言葉だと、9.11 が教えてくれた。 

・ 

多様性とは、世界の各論が多様なことを示している。 

つまり、世界は地球や命を大切にする総論を共有しつつ、同時に様々な各論を尊重し合うべきという意味だ。 

パラリンピックにおいて、同じ競技でも障害の種類や程度によってクラスを分けて競い合うように、世界には

様々な国や地域が存在しても構わない。 

大勢で競える部門と、小人数が競う部門があるように、国家の面積、人口、経済規模の違いも多様性に過ぎない。 

その国や地域のやり方に賛同できなければ、他の地域に移ったり、自分で地域を作ればいい。 

その実現や手助けをして、全ての人が賛同できるよう多様な各論を実現すれば、世界は総論賛成・各論賛成が実

現できるはず。 

・ 

これは、僕だけの気づきのはずは無く、同じ考えの方への賛同の表明だ。 

だがもしも、この話で何かに気付いてくださるなら、あなたの気づきを明確化して発信するお手伝いをさせて欲

しい。 

 

https://nanoni.co.jp/20210911/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）09/14 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

10-17 時 〇アントレハウスいづみ※（反町） 

（水）09/15 ■〇◎なのに作業日 09-14時 

   13-16 時 ▲理知の杜評議員会（市ヶ谷） 

（木）09/16 ■〇◎なのに作業日 09-12時 

   13-18 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20 時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）09/17 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 19-21 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

（土）09/18 ■〇◎笑恵館作業日 09-21時 

 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館※（笑恵館） 



（日）09/19 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（月）09/20 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

09/21 10-17 時 〇アントレハウスいづみ※（反町） 

09/22 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/25 09-12 時 〇アントレハウス笑恵館※（笑恵館） 

10/01 20-22 時 ■名栗の森オーナーシップクラブ 10 月例会（リモート） 

10/13 10-12 時 ▲HFA定例会（渋谷） 

10/14 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

10/14 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/14 19-21 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

10/21 18-20 時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

※アントレハウスは、申込制のよろず相談・説明会 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


